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恭一j軸二放て米研究に桝する捌 ひに分析法を迷

べ,又かから方法で洲iilしたTt炎雌 実の分析由をI措

けてtZZいた｡而して技ガス中の11ilR 分のヨ-なろもの
は-1封ヒ洪架であるとし.その発射 三本東歌に於けち

が如きさ紐 にては包舶相称 二li(ろこと少からね7)tを指

鵜し■_.

窮=雅に於ではこの.-:.uこ就き山に1̂'晩を弛め.その

紳 化実講の分析dEJf碓Rする｡木fR&Eミ約二報._r･以
て一応打切ることに十ろ｡

ll 実 装 方 法

諜; 維 新糊-.■I-■ll.ll.･.･-
'JZ娘 幹 約 才( 奴

那一報と災なろ処は無い｡経って31小とはtry7中

に爆発をそのまま崩した齢 を.･安い.礁FLIとは=罪7)

鉄野中に沢村を譜めたものJedJンナ中に机した各会を
怒妹する｡

皿 災叔&r奥及びその考串

(1)淑圧1の益小堀発泣〝ス

木突放はどyプ小のR輔 -1{除き.--Wと滋架等の二
次燃鯉を少くする'L_瓜で行った｡は張はH斜の御 Lに

1妃な2SJIUlL7)の実験のL告比即ち6t)gなftlL.包炎牌 '.)

統3g ハブフ′ン6gでluk血蚊川していろ｡帆 朗

も蹴 板J._r･FLJいないで粉状悠邪Ill接を蚊‖LC7;件を一

元≡にしたE,
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(L) 山雑㈱ 矧 二･.タフ1ILL/jlJL･た砂合は裾ql

ガス丑,CO,'∠及びCmHT1%がことごとく析加し,CO

に',Xいては煤繋のみの秘介n-軸 を通L:て1-1,'3位あ
つたが.-ク71ンのZL=JL-に上J)lJ～21,I.18に相加十

･LB2:tl三郎一書かこ,T;した輸梨と向じであるが 波圧の

相令は-｢府その辺力肝片である｡
(ll) 朝日lこLt:L太地7Pf食L･錦鯉.硝ダ‖三COの
児生汝が少い.

(111)杓鰍 +.祈る奴監Tの爆発に於て†淵 ヒ講読の
裾'l=.ナろ布が5,い｡之は舶 のは児状況が特に兄tJろ
21と凪われら｡

(lV) 連銭のある齢 に比べ粥庄~卜に於ては叔勅 :

滅ろ為に.=大仇 比によIJCOがCO巴となる小,及び
Cが1!にCOになるLJTAによっても2る7IJきCOタとLJJゴa:の
粥!伽:ある鮮であるが.之にkeいてはulJIJは茄故も舶
Pllと淋なL).A兵究状況も芯うようであるので肌ちかで
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+_し ●
(2) 他 主題を施せる頒茄til鮎川軒-itMいた野合

の--･占iLと設楽の変化

は馳 矧tl駅が爆発の紙 黙し之が一線I鵬 程fF.

のrち偶 となるものであjLは,之を州 卿 ILたものを
川いれば分析鰍こ変化がある婿であら.そこで採 横 丁
ンモン及び食塩水にSE誠堆放した鰍 Ftl帆 こて包淋
し 来処狸の扶-_/JlJいた糊介とLt:tEeした｡
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包焚 付輯 競 79T左 i,も7.76を o'GjgygT左 o'61L,'It議 了pglv,Y孟 7UL,'3表

六 枚 (I) 10LI lo主

CO タ: 128 35

CO,･, 12-I 138

0き 11J lt)lJ

C.TIHn r Ot1 02

89 7] 81 87 7.1 87

21 18 06 06 10 06

8LI 80 82 90 90 08

12B 133 133 131 13L 13L

O2 00 03 00 09 1〉0

bt抑ミ30glJi川したべて二m抑 3舵 してだン-小 目 ) ハブン1ノ桝狩出と-･軒伽 宛!l三ii

にtrJした.切込とは挑一報inL)知J'1状としては頚中に 恐,Eは監べてWl雌/L･lllいた.

批入したもの'C･もろ.
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埋葬は30g岨IE】レ .タフ′ンの他日fiはは茄に21し

ての此邸である｡従って10,I;とは木JS淑小12とも多くJLJ
いた処の爆繋30gに汁 ｢ろJ.チタ1ン3i:がfTl当し.
_t氾ノj小10,';のl箭の数字が17;iZであるのは何回かの

娼助の平た1した姐~(･ある.

(2)(3)及び(i)の以 上を投介して巧丸ちと人体次

のT)横力'475づけら1しろ｡

(1) 仏葬心線Itl統のみl=よ,i--.1tltA講の命加は
桁と顎く.必茄の4Lを等しい怖陣で増発させた前811の

柏やTの数⇒二と比較してもー-倍化淡juJJ.肋 と庶化がな

い○

(ll) 従つ'C之1_,燃 姓和して)'でも-緑化湖封姐t
に詑化ほないQ

(Ill) 鰍 三枚熱性であっIL:J.,ハタIJ1yカ制かする

と一酸化脚 の苑生idはエJtL二村加し.孤一細rElのハ
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チ-/1yと約1_I.目した助命の分析地と川接になる｡

(zv) ハク-/1ンの肘触 JLrAtに榊加すると,一一俄
化駿東の井Ll三故も文枝ガス批 止もAfにJfI加する｡

(I) 従って ,.ク?.Iy'-_r川いねタイ77ン.七p

フyy等のtL各軸旧 は-1限化'射流の苑JFと衰う.lr.1のみ
を考えれ良いZ/lD土を･ruたち｡

(ヽL) a:ETに似 l)される包繁材料の齢 は粉状の雌
質に放ては I125g出()続25L･バクIJlン6g鎚牧

であり,経RTイナ1イーに放ては穀 2g(小ハク-/

L/約03g)松波-eあるので牝の彬雪は透かに少い勺

(ln) 相当多Ltのハクフイ/を川いて軌 Zi雌子及翰

F3iLt取を行っても戚J)の澄迄は馳められJl.

(5)8tiだMu光統汲茄Ell以外の棚鉱を仙 ･た粕台

の緑 ガス
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牝の拙脚 よ今迄の他のは邪の故地と比uして災なる

妃は一甜 ヒ滋jiの少いことである｡それは_云う,宅もtJ.-

(今法帖別lこ与itのJ.タIJlソを】1】いて共の形菅をm

栄に現わさんとした2iであるo

NOガスに放いて

後〝ス中の柵 LEI成分として-附蛸三t=#の攻に誹Efb

れろものは謎黙郡 を化助でもTJO勿姐Bt約に透かにrrYL

少7:･あろことは妹に多くの即兜給召l切:ある.黙し乍ら

東大LZl米敢安の銅召見によれは,釈化先来LliTLと経や

されろ苅l卿まあI),吸入氾捜余I)諾句1/JL_iせi'して4･
El位槻 1是丑に生血死に票ちと言う比のガス独特の迩
劾牲仲川の群銀を,Li叶 ,又は即粂ゴ′y-/rPの排 水中

に汚さ餅していろRtキ巧 とろと,嫌什に払ってti感 TL
も怒出山楽伽 Lfを知lつて耕化皇強の分析Jf亨】つた｡
勿乱 打にも述べたように赦化軸 若しくは梯 化崇

講のlP詔に於ても｢枝LEAL強のIil伽 :--kr之を牲めて

しろ市が多く,延焼化荒瀬のみの小;誌を切りGi.してJ'J

Lろことは拙劣こないかも知Lu'J.

也,爪化表誠発生を左右J～Tlる蛸作と云つても伯Alで
ない*'此処'(･はfZlられたJJ5位と附 T=のlIで二三のはiZ:
に言か て:X敬を行った｡rulEIも少くJ<ク･J牛も多し｡
又米印の坑i迅勺の47.作とは川)3兇fJろかもか Lねが大
凡の仰向が分れl沖 であるt'

l 英 破 方 法

13FJ過の一概化hI紛 折に‖八･IJT'ン-を仙川し.冗
料30g諾.しくはGOfIを雌雅文は燃主点させた手兵一定柑Hl
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放IYiaL.常温の父～己した状r頚にIJ:つた練Tl(12ト･ノ}-
ダーに上I)旺')Jを胤 iiL.計1IによLJガス故J_/m lけ

ち｡n]ろ後作かJ=̂ 'ルyを閃き≡米のがクス竹 (諸瑚

式粘壁･3:淀 管)に入れた水の小を¶a:適地Fll放 させ
ち.艶牧は12-200紺1如L).)喋る方法では之以上威か
に油過させても変化がなし｡従って牝の方法は人体の

含有出を知る25に行ったもので,卿と受講は兆作する
暇 に上L)ことごとく迎緑化S_射 こなり,又吸収も完

全であって両もFTl,'AiibI)に噂Ltの胡†儲 1十･花び棚

l筏イオンが出来ているとコ､う17ぷ抄'･t,ろ｡分析は柄く

して生 じた重的赦イオンをナ7ケール丁!ンとスルフ

ナニー)L･練による迫常の比色法によった｡ri収は500

I;Yの水を仙 ･,,L'ンア杓に叔宅iした水に辞,W していろ
ものは2Iの水JifJか て(,tL.川し別に恕放した｡

皿 異教経具及びその考察

要式の釈化功は#化宝栗の形で処J=_し頓野中又Lとrg

1,-沖 のl疑系で二次的に班 化安架となるものか.矧 王

始めから淵規化宝謡として欺たすろものICあちか不明
7:･あるが.文献は殆ど倍化宝涼の形をとってtろので･
比延にも強化宝架の,'Jで淡現すろこととナろ｡分析班

の布執政字に弥 ･ては兄巴のt:3特攻が1O-Llola,I.'が

見易い2Sに一とに拭群を令せていろLRi侍｣.I,<であっ
ても10~三であっても懲しくれ切放iI二一倍でJal輸TL大し

た.,即ち;か ･'̂1引主題'当に府訳して比巴LとTTL.川た

数字を経で特別した偶数を捌けて決めたものである｡

東教恢件を変化Jさせろ為に減正~T=のは狩とか燃比の如

き不雀荘な圧'ちなさせたので救FI'の,U ,I･fb'大 き



才一本 煤 碕 絶 ガ ス の 研 究 (耶 = 縦)

諾諾 包 世 - iqH:削 新 網 巧守

T t'叫 ::.

K入ゴ式(り 8O 72 5l

LTtO 7.' 02 02 00:l

町 崇 .R,三…;', .:gH,(.,り

叢 笥 品 芸 N- (I)
:tO Fi

ガスもirL)
:<O TI'

7

.38

7

叩

ッ
l
1

I

'
p
T
l

l

∴ # 茄 C> か qス丘(り

60 ir Oゝ fS

FIJ.匂蚊耗3h' Uス誌(I)
Jlク71ン6L･ ITI0 ク.,I

f三吉等デ,231

油管 琵(堤 .≡ :

'印の71鰍& 90g

か ガス払(()

N10 ,4_I

5g Kス故(I)
i, Pt0 /oS

み ガス1{L(I)

7㈱1?.小L=.㈱_.鵬1.-F.O.i

■
8n

帆

3

o

0

L/7
0

m

2

0

【/
8

鵬

D

7

0

31

10
`
0

11

0

1

.-

a.

加

O

-

ot

2

㈹

12

0

t7

0

■o

o~

C
)
∧V

8

00

0

1

0

5

㌶

0

5

0

8

0

8

0

.D
鵬

0

2

8

g
i
O

5

0

8

0

2

い｡又rrン
叫･にiWHしたフ!く分にも変化がt/).従つ
(ll)TJS跡の苑地にiEEL次位nDも簡EⅥしてLlIJfy._
,さ

て牝の小にlt槻したiilも虻つでくるので,
時仰伽こ成せ/Jb似非させた場合はB少托曝張上L)も約IL'の多い硝

相中と抑識FIlの汗卸先との仙こ特別なLm鰍ミ比目しダイ.
綿腿の万が狩生丑が多い｡
臥.｡･i
t骨化汝架の齢に比托して実浪阿故が少く柵(Ill)3iの他のI升介は肺仲にJIJ34なL),殊に'321小
当JJIけ好)した軟班も入っていちが,実数の
挺軌勺で抗で慨させた砂合などは祈船上.)の死生加:多し｡
笹をまとめろと(zv)怯化輩潔の苑JIこ比の争い
傭MLは侶邪の)̂t/韓.
(L)一脈化肋て多くなろJ:うな怖llqHに放て朗爆発させた特命及び益小で悠班させた特であ乙が'
は濃紺ヒ辞采の発射土少く,J
F',14漱l三するこうな
旅f†何れも実攻蜘奴が少いのLl･防ゴは山賀こf_-い｡
ではその津になる｡
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